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3月に完成され新装「高萩市文化会館」のステージに取り付けられた椴帳（と．んち

工織 茎悪地叢,息 恥胴全域‘群生し 阿耀難,…《鴬榊護‘崎,青蕊愈市”
花「はぎ」 と、林野の多い市域に棲息し、古代から､吉兆､を伝える市の烏である き

じ」を図柄に配して、絵画的にも斬新で格調が高く 、歴史に育まれた郷土高萩市民の

文化の象徴として図案化されたものです。

この椴帳の大きさは、天地8メートル、左右17メートルの大きなものです。

（椴帷は、 日本"|｣工製紙株式会社から寄贈されたもので､す。 ）
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市 高萩市市民憲章

の
綴 一人口の動き

3月1日現在

人 口 31 ，830

男 15，601

女 16 ，229

世 帯 8，848

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましよで

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１
１
１

のと鳥 前月比
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 ･ 1152です
”
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教
育
は
、
児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階

に
あ
わ
せ
た
人
的
、
物
的
の
両
面
か
ら

環
境
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
虹
世

紀
の
子
孫
に
向
け
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

創
造
的
な
人
間
形
成
を
図
る
た
め
、
心

の
通
っ
た
教
育
と
教
育
施
設
の
整
備
に

意
を
用
い
て
参
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
校
舎
不
足
解
消
の

た
め
の
高
萩
小
学
校
の
増
筑
事
業
と
、

君
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
社
会
科
副
読
本

「
は
ば
た
く
高
萩
」
の
作
成
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
進
め
て
参
り
ま

￥
、
７
□

昭
和
弱
年
度
第
１
回
（
３
月
）

定
例
市
識
会
が
、
さ
る
３
月
洲
日

か
ら
調
日
ま
で
の
幅
日
間
に
わ
た

っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
冒
頭
で
鈴
木
市
長
は
、
昭

和
弱
年
度
の
施
政
方
針
を
あ
き
ら

か
に
し
ま
し
た
。
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

教
言
②
姦
実
》

〃
人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り
〃
を
信
条
に

〃
生
活
を
快
適
に
す
る
社
会
開
発
〃

fー

ま
た
、
幼
児
の
自
主
的
・
自
発
的
活

動
が
の
び
の
び
と
で
き
る
よ
う
独
立
し

た
園
舎
と
し
て
、
秋
山
幼
稚
園
の
建
設

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
近
年
の
余

暇
の
増
大
に
伴
な
っ
て
余
暇
の
有
効
利

用
の
た
め
、
教
育
、
芸
術
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
住
民

参
加
の
要
求
に
応
え
、
な
お
一
層
の
助

長
を
図
る
べ
く
、
公
民
館
活
動
の
充
実

と
文
化
会
館
を
核
と
し
た
芸
術
文
化
活

動
を
推
進
し
、
市
民
の
文
化
意
識
を
さ

ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
と
諸

行
事
を
行
い
、
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
の
購
入
費
を
さ
ら
に
増

額
し
て
、
将
来
に
お
け
る
図
書
館
建
設

の
基
礎
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

先
年
来
鋭
意
収
集
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
、
先
人
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
来
た

貴
重
な
昔
話
や
伝
説
の
ま
と
め
か
で
き

上
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
保
存
す
る

た
め
の
「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」
を
刊

行
し
、
後
世
代
の
人
々
に
語
り
伝
え
る

責
務
を
果
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
働
く
青
少
年
の
交
流

の
場
と
し
て
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
万
全
を

期
し
、
自
主
的
参
加
を
助
長
し
な
が
ら

利
用
度
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

福
祉
を
支
え
る
も
の
は
、
市
民
ひ
と

り
、
ひ
と
り
の
心
の
通
っ
た
温
か
さ
に

あ
る
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
、
今

日
ま
で
社
会
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
て
き

た
老
人
の
方
々
が
、
生
き
が
い
の
あ
る

生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
助
長
を
図
る

と
と
も
に
、
老
人
を
囲
む
三
世
代
の
集

い
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
人
の
研
修

会
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

心
身
障
害
児
童
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
中
度
心
身
障
害
児
童
に
対
し
て
も
手

当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
よ
篁
７
、
適
用

範
囲
の
拡
大
と
手
当
金
の
引
上
げ
を
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
も

厚
み
を
加
え
た
し
だ
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
施
設
の
配
置
を
考
慮
し
、
民
間
に
よ

る
新
設
保
育
所
に
対
し
、
助
成
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。

公
害
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
害

パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
更
新
を
行
う
と
と
も

に
各
種
調
査
、
分
析
を
行
い
、
公
害
の

未
然
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

保
健
予
防
事
業
と
し
て
、
各
種
住
民

た
い
と
存
じ
ま
す

渥
祉
ゆ
絢
生

（
》

検
診
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、
予
防
に

よ
る
健
康
づ
く
り
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

特
に
、
住
民
の
よ
り
よ
い
健
康
づ
く

り
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

各
課
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

諸
事
業
を
進
め
る
べ
く
努
め
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

年
々
増
嵩
す
る
医
療
費
に
対
し
、
一
般

会
計
よ
り
繰
出
し
を
行
い
、
国
保
財
政

の
健
全
な
る
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
と
生
活
様
式
の
多
様

化
に
伴
い
、
常
に
住
民
が
安
全
で
快
適

な
生
活
を
営
む
こ
と
か
で
き
る
環
境
の

整
備
に
心
が
け
、
各
種
の
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

都
市
施
設
の
整
備
と
し
て
、
そ
の
根

幹
を
な
す
公
共
下
水
道
事
業
を
は
じ
め
、

都
市
下
水
路
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
街
路
事
業
と

秩
序
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
べ
く

土
地
区
画
整
理
事
業
を
促
進
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、
基
礎
集
落
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

の
場
と
し
て
の
集
会
場
の
建
設
、
児
童

公
園
の
整
備
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

核
家
族
等
に
よ
り
住
宅
の
需
要
が
増

加
す
る
中
で
、
持
家
の
向
上
に
資
す
る

た
め
民
間
に
よ
る
優
良
な
住
宅
開
発
を

促
進
し
な
が
ら
、
公
営
住
宅
の
環
境
、

生
活
環
境
ゆ
整
備

(2)



「
地
方
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
帥
年

代
の
初
期
を
迎
え
、
内
外
と
も
に
厳
し

さ
を
増
す
社
会
経
済
環
境
の
も
と
で
、

人
々
の
価
値
観
も
多
様
化
し
て
お
り
、

ま
た
、
市
民
の
関
心
も
生
活
の
質
を
よ

り
一
層
高
め
、
豊
か
な
生
活
が
営
め
る

環
境
の
整
備
が
強
く
要
請
さ
れ
て
お
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
に
迎
え
た
帥
年
代
は

常
磐
自
動
車
道
を
基
軸
と
す
る
新
し
い

交
通
体
系
の
中
に
お
け
る
地
方
都
市
機

能
の
開
発
と
、
強
化
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
適
確
な
対
応
が
迫
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

市
長
就
任
以
来
、
市
政
の
信
条
と
し

て
い
る
「
生
活
を
快
適
に
す
る
社
会
開

発
」
「
人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
つ
く
り
」

を
政
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、
と
く
に
、

I

蔭蓉縫

"55年度の○

現財政の枠の中で

Ｋ
整
備
を
図
る
た
め
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
要
道
路
の
改

良
、
舗
装
を
行
い
、
ま
た
常
磐
自
動
車

道
の
建
設
の
早
期
完
成
を
促
進
い
た
す

と
と
も
に
、
県
道
の
改
良
に
つ
い
て
も

推
進
を
図
る
よ
う
積
極
的
に
要
望
い
た

し
て
参
り
ま
す
。

交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
人
命
尊
重

の
立
場
に
立
っ
て
市
民
総
ぐ
る
み
の
交

通
安
全
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
市
民

に
対
す
る
交
通
安
全
の
普
及
と
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
事
故
防
止
に
最
大
の
努

力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
と
と
も
に
、

交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て
も
反
射
鏡
、

歩
道
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
に
つ

新
年
度
は
、
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
第

２
次
基
本
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、

計
画
の
内
容
と
、
現
状
を
ふ
ま
え
諸
施

策
の
実
現
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
施
策
と
同
一
基
調
を
と
り
な
が
ら

健
全
財
政
の
堅
持
を
基
本
と
し
、
歳
入

で
は
、
現
行
の
財
政
制
度
の
枠
の
中
で

最
大
限
に
活
用
し
、
歳
出
で
は
、
経
常

費
を
極
力
抑
制
し
つ
つ
投
資
的
経
費
に

振
り
向
け
る
よ
う
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
財
政
的
制
約
の
中
で
、

「
文
化
と
健
康
の
高
萩
」
を
行
政
の
テ

ー
マ
と
し
て
、
市
民
参
加
を
一
層
高
め

創
意
工
夫
と
、
新
し
い
発

露

想
に
基
づ
く
施
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

＝

農
業
部
門
に
お
い
て
は
、
ま
ず
水
田

利
用
再
編
対
策
の
三
年
目
を
迎
え
、
政

府
は
、
転
作
目
標
面
積
を
原
則
と
し
て

固
定
す
る
こ
と
で
、
き
ま
し
た
が
、
最

近
の
米
の
需
給
は
一
段
と
過
剰
の
度
合

い
を
強
め
て
お
り
、
需
給
の
見
直
し
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
、
本
市
に

対
し
ま
し
て
も
、
前
年
よ
り
五
七
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
一
○
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
配
分
が
あ
り
、
本
市
の
水
田
条
件
か

ら
み
て
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議
会
の
讓

を
経
て
、
そ
の
実
施
方
針
を
定
め
、
食

糧
管
理
制
度
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら

い
て
は
、
年
々
順
調
に
経
営
成
績
を
高

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
な
お
一
層
企
業

意
識
に
立
脚
し
、
経
営
の
健
全
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
給
水
の
安
定
拡
大
を

図
り
つ
つ
、
企
業
努
力
を
重
ね
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
の

進
展
に
伴
な
い
消
防
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
環
境
衛
生
施
設
と
し
て

の
じ
ん
芥
処
理
場
の
建
設
を
は
じ
め
、

と
畜
場
の
業
務
に
つ
い
て
も
円
滑
な
運

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
経
費
を
負

担
し
て
参
り
ま
す
．

な
お
、
非
常
備
消
防
に
つ
い
て
も
、

機
械
、
器
具
の
整
備
と
消
火
栓
の
設
置

を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

産
業
勧
振
鍵

Ⅱ

も
、
ま
た
地
域
農
業
生
産
の
再
編
を
図

る
上
か
ら
も
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
考
え
、
引
き
続
き
転
作
条

件
の
整
備
に
最
善
の
努
力
を
す
る
と
と

も
に
、
転
作
等
の
誘
導
方
向
に
そ
っ
て

促
進
を
行
い
、
そ
の
定
着
化
を
図
り
、

生
産
者
の
ご
協
力
を
得
て
、
本
対
策
の

円
滑
な
実
施
を
期
し
て
参
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し

て
島
名
地
区
再
編
構
造
改
善
事
業
を
は

じ
め
、
後
谷
地
区
土
地
改
良
整
備
事
業
、

玉
川
地
区
か
ん
が
い
排
水
路
事
業
、
農

業
用
水
路
等
の
整
備
事
業
を
引
き
続
い

て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
流
通
機
構
の
広
域
化
に
伴
い
、

生
産
地
と
消
費
地
を
結
ぶ
県
北
東
部
広

域
農
道
整
備
事
業
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
松
岡
地
区
農
免
道
路
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
促
進
し
て
生
産
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
多
賀
地
区

広
域
農
業
開
発
事
業
を
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
、
用
地
の
造
成
を
推
進
し
、

草
地
改
良
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
２
次

林
業
構
造
改
善
事
業
及
び
中
核
林
業
振

興
地
域
の
指
定
に
よ
る
制
度
の
効
率
的

活
用
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
林
業
経
営
の

安
定
と
生
産
の
向
上
に
資
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
県
北
平
担
地
区
に
年
々
増
加

す
る
松
く
い
虫
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
、
緑
の
保
全
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

ま
た
、
第
２
期
山
村
振
興
事
業
を
継

ｰ

続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
籍
調

査
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

商
工
行
政
に
つ
い
て
は
、
商
工
業
者

の
活
発
な
る
近
代
化
へ
の
意
欲
を
さ
ら

に
助
長
す
る
た
め
、
商
工
会
運
営
費
の

助
成
と
商
店
街
の
環
境
整
備
の
た
め
の

助
成
を
行
い
、
ま
た
産
業
祭
を
開
催
し
、

地
場
産
業
に
対
す
る
市
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
観
光
面
で
は
海
岸
整

備
の
一
環
と
し
て
高
戸
海
岸
遊
歩
道
の

整
備
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
優
良
企
業

の
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
造
成

中
の
工
業
団
地
の
早
期
完
成
を
促
進
し

農
業
、
商
業
、
工
業
の
調
和
の
と
れ
た

都
市
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

◇
◇
ｌ
◇
ｌ

市
政
参
加
を

期
待
し
て

以
上
、
施
政
に
対
す
る
基
本
的
な
方

向
と
施
策
の
概
要
を
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
文
字
ど
お
り
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
数
多
く
の
政
策
を
実
現
達
成
し
て

ゆ
く
た
め
に
は
、
多
く
の
困
難
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
達
成
に
は
、
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
市
政
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
と
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に
、

市
民
自
ら
が
よ
り
よ
い
ま
ち
つ
く
り
を

推
進
す
る
と
い
う
意
識
の
上
に
立
っ
て
、

市
政
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
執
行
体
制
の
強
化
と
責
任
体

制
の
確
立
に
努
め
、
帥
年
代
の
第
一
歩

を
力
強
く
前
進
し
て
参
り
た
い
と
念
願

し
て
お
り
ま
す
。

(3)



でみる予算の使いみち

14億日0

203万5千円

弓詑芳ﾗ宇再

土木費 12159,2037ｺ5

ロ■

’
一
一
一

贄

一

一

菅

8億4,227万7千円

6億9’049芳両－1
l■■■

一ｺ宿6‘322万'千円
一

'4億569万4千円
一

司4(鼠54万8千円
2億2,951万6千円

1億2,588万4千円

’億1 ,933万5千円

5｣584万円
■■■■■■

5,512万円

41 145万3千円

公債費

一一

（
｝ ｢－155年度

－54年度
》肖 防1l=

零
戸災害復旧費

巳予備費

一般会計予算

歳 出

（使われるお金）

河川改修事業

7， 417万4， 000円

農業振興整備事業

1億4， 839万7 ， 000円

土地改良事業

7， 285万2 , 000円

林道開設工事

′977万8， 000円

地籍調査事業

1 ， 597万9， 000円

l萄工振興対策事業

1 ， 492万3， 000円

観光整備事業

1 ， 078万0, 000円

生活資金貸付対策事業

500万0 , 0001'」

老人福祉対策事業

8， 402万3 ， 000円

医療福祉対紫事業

21"1 , 962"8, 000円

児童福祉対紫事業

2億3， 279力6， 000円

生活保護対漿事業

3億5， 017万5 ， 000円

障害者h1,'i祉対策事業

5， 353万2 ， 000 1リ

社会福祉対紫事業

2， 776万5 ， 000円

保健予防対策事業

3． 570万7， 000円

市道改良事業

2徳6， 416万5 ，
, lj道舗装事業

6 ， 598ノ］6，

交通安全対･縦事業
1 ， 720万5，

街路整備事業
5， 086刀0．

下水路改ｲ|参事業

1 ， 470万1 ，
公共下水道事業

8， 354万1 ，

公園設置事業

1 ， 290万2．
市営住宅建設事業

5億1 ， 064万0．
環境整備事業

4億7， 690万7，

消防整備事業

1 ， 126万7，
集会所建設事業

1 ， 664万3､

0001二11

000円

0001'1

000円

0001丁1

000円

000円

000円

000FI]

000円

000円

へ

‐

篭産
業
の

生
活
環
境
璽
一

整
億
》

福
錐
の

振向
墓 亜』

承冒:､譜



絵とグラフ

今年の音

捌鐵簔 ’

7‘826万4千円(1.3%)

4,446万7千円（0．8％）
2,883万9千円（(〕､5％）
1,430万6千円（0.2％）
505万6千円(0. 1%)
121万3千円（0．0％）

地方讓与税

自動車取得税交付金
産炭地域振興臨時交付金
娯楽施設利用税交付金
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

鰯蕊
45 46 47 18 49 50 51 b2 DJ b4

(年I菅

県支出金

2億7,552万3千円

／148§

一

ｆ
、

呂

、

Ｆ

、

，
咄

１
．
も
Ｊ
砧
、
Ｊ
Ｇ
Ｉ
Ｊ
●
‘
ｊ
ｈ
ｉ
Ｊ
Ｇ
１

Ｆ
１

〃
、
Ⅱ
ｒ
、
．
〃
、

＃
■
１

／市債

3億9,740万F［6億9，740力

汽予
算
の
佃
叩
び
｛
率
…
・
・
・
総
額
で
６
．
５
％
、
云
般
合
再
訂
は
２
．
４
％

高萩市の55年度の予算がきまりました。 この予算！

は、 4月から新らしい年度にはいるため、 3月の第 1

1回定例市議会で可決されたものです。

そこで、今年の予算がと．のような事業に使われる ｛

のか、絵とグラフで主なものをひろってみました。 i

（12．0銘｝

国千

野

漣

油

玩
函
鍛
蠅

〔
（
）
ロ
咄
叱
Ｄ
Ｌ

叫
司
・
叱
趣
・
知
Ｌ
”

』
。
◆
●
■
■
ず
ｆ
ｈ

「
ざ
ノ
唾
由
牝
胎
●
坐
・
ロ

が
琴

I樵‘国庫支出金

1115

5,081万3千円
， .,ヘヘハ , 、 屯

歳 入

57億8,700万円

その他

‘ （月7

百

会計別予算額 (単位千円）
地方交付税

14億3,318万9千円

（24.8％） 一

'

会
二二V

別予垂T－

lll 額

帥０７

算

沼５ 5,787､000

ｲ由ぴ、蕊
11 ｰ I

般 会 計

国民健康保険事業

高萩霊1劃事業

水道事業

工業川水事業

合 計

へ噛ヤト関小瓜
業
民系

高国工水

1 2.4%

特
別
会
計
企
業
会
計

21.9％

4．8％

３
６
１
７
１
５
２
１

０ｌＬ ３
６
１
７
１
５
２
１

０ｌＬ
諸収入 1億1,589万'千円(2.0%)
使用料及び手数料7,997万7千円(1.4%)
繰越金 61000万円(1.0％）
分担金及び負担金4,404万8千円(0．8％）
繰入金 1 ,700万円(0.3％）
財産収入 1,052万7千円(0.2%)

一般会計予算

歳 入

（市に入るお金）

４
２
３
５
９
７
５
３
６
９

３ ４
２
３
５
９
７
５
３
６
９

３ 43．3％

9.1%

6．5％7,350,3757,350,375

君田中体育館建設:,脾業
7， 447万7，

秋山幼稚|東|舎建設’}f業
7， 091万7．

『蒟萩/｣､学校増築睾業
5 ， 898万1 ，

桁i首.キ蕊殴置事業
1 ， 709万4 ，

'学校給食センター遮営ざ聿業
1億1 ， 141万3，

文化会館〕亜営事業
9， 862万7，

，『.,!i萩の民話,l|｣,版聿柴
716万9，

' il営野王求場路面改修聿業
600万0，

公上も館図群充実索業
500万0，

みんなか．参加する文化活動
430万0，

小学校の数材･充実｡j手業
935万7，

数科改言]･による図書購入
525万4 ．

▼
000「'』

￥
謎
・
馨
円
・
魂
・
詫
今

蛙
蕊
干
蕊
脾

工
が
‐
ロ
。
。
●
。
。

『
，
ｌ
土
春
。
。
。
。
・

民
舞
乖
塞
一
群

ｅ
■
●
二
０
■
■
■
■
・

》
認
今
２
・
詫
粂
４

画
ロ
●

。
■
・
易
１
１
と

姉
鍵
意
鍵
謝

●
・
・
。
□
。
・
・
・
毎
ロ
ラ
ノ
／
品
●
。
”
・
晶
・
・
●

。
。
●
ｃ
Ｃ
ｐ
ｊ
Ａ
Ｉ
Ｉ
宮
Ｄ
・
・
・
ひ

市民｜人が

負担するお金

54,366円

４
１
つ

000111

や.桐
ｘ
ｘ
７
ノ
ヱ
息
３

ｒ
ｌ
工
斤
１
１
１
《
ｊ
４
ｌ
ｌ

000円

0001 1」

0001 1」

の
柱
の
１
１

お
も
な
事
業

O00Il］

０
４
８
万
７
千
円
の

市民｜人に

使われるお金

’81 ,809円

0001 ’
:::::固定資産税職:
:::::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:

6億7,446万3千円 Ｊ
１
１
１
１

１
１
１
ｌ
‐

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

(389％）

費税肖 1億961万3千円(6.3％）

115669万5千~円(62%)

1億208万4千円(5．9％）

2,533万'千円(1 5％）

上はこち
わ
け 電 気 税

都市計画税

そ の 他

画
謡

・
田
白

面
謡
Ｆ

教
青
の
蕊
蕊
充
塞

一

▲

D篭ぞ市税と一般会計の歳出を人□31,830人（3月1日現在
て割ったものてす。

（5）
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識

押叶、

ー

に前●

冷
暖
房
の
設
備
を
整
え

文
化
会
館
の
建
設
地
は
、
中
央
公
民

館
と
市
民
体
育
館
の
南
側
で
、
市
民
の

教
養
と
文
化
、
集
い
の
中
心
的
施
設
と

し
て
新
し
い
構
想
を
数
多
く
盛
り
込
ん

だ
建
物
で
す
。

ま
た
、
館
内
は
、
冷
暖
房
設
備
が
整

鋤

三
万
市
民
の
芸
術
文
化
の
向
上
と
、

福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
て
い
た
高
萩
市
文
化
会
館
が
、
三

月
末
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
文
化
会
館
は
、
昨
年
の
一
月

に
着
工
さ
れ
、
建
設
工
事
を
進
め
て

い
た
も
の
で
、
建
物
の
延
べ
面
積
は

三
千
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
る
大
き

な
建
物
で
す
。

’

ず
え
る
利え

て
あ
り
、
照
明
・
音
響
設
備
と
も
に

使
い
や
す
さ
に
重
点
を
置
き
、
館
内
全

体
が
機
能
的
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
二
部
三
階
建
）
で
、
総
工
事
費
は

七
億
三
千
百
四
十
二
万
四
千
円
（
概
算
）

で
す
。収
容
人
員
は
、
固
定
席
八
百
十
四
席

（
》 認

篝

瑚蝿 …鶏
鍔

鐸
篝議繍霞議

利
用
は
多
目
的
に

一
階
は
、
ホ
ワ
イ
エ
、
ス
テ
ー
ジ

喫
茶
ロ
ビ
ー
、
客
席
、
楽
屋
、
大
会

室
兼
展
示
室
、
機
械
室
、
事
務
室
な

で
、
と
く
に
ホ
ー
ル
は
、
音
響
効
果

垂
日
型
局
幼
田
不

で
、
立
見
席
を
加
え
る
と
一
千
人
が

容
で
き
ま
す
。
ま
た
、
体
の
不
自
由

方
も
利
用
で
き
る
よ
う
車
椅
子
用
の

席
も
四
席
あ
り
ま
す
。

よ
く
て
き
て
お
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ス

ー
ジ
は
、
奥
行
（
十
メ
ー
ト
ル
）
春

分
に
と
っ
て
、
両
袖
に
花
道
を
つ
け

高
質
な
音
楽
活
動 が ／／とﾞ讓 客な収

つ

旬 '一テ

(6)



蝋謹

鍵
譲蕊 蕊職＃

霧
盤鯉

鱗鱗
索

蕊

凝議簿 灘
別表2 主な付属器具の使用料

な
ど
多
目
的
に
使
用
が
で
き
る
よ
う
に

配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
会
議
室
鞭
展
示
室
は
、

可
動
式
展
示
パ
ネ
ル
を
設
附
し
、
美
術

工
芸
な
ど
の
展
示
催
し
物
が
で
き
、
ま

た
、
催
し
物
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
使
用
で

き
ま
す
。

二
階
は
、
客
席
、
投
光
室
、
ホ
ワ
イ

エ
な
ど
か
あ
り
、
三
階
は
、
投
光
室
、

映
写
室
、
音
響
調
整
室
な
ど
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

使
用
は
許
可
を
受
け
て

文
化
会
館
を
使
用
す
る
場
合
は
、
市

長
の
許
可
を
必
要
と
し
、
許
可
を
受
け

て
か
ら
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
会
館
の
事
務
室
で

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

使
用
料
な
ど
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
介
に
は
、
使

用
を
許
可
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

付属器

一

具擢 使l譽側料

5，000

250

3，000

1 ．500

150

1,500

150

3㈹

100

500

3，000

200

800

1 1500

300

2，500

1 ．000

500

150

2.000

1,000

1 ，500

1 1500

800

800

200

200

早

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

極
一
台ビ

千
反
松
緋
金
ト
ビ
、
蒋
』
瓦
６

１
韮
Ｊ
・
寺

、

搾

他

１

１

｜
叶

鮮
合
川
品

映

ノ
台
版
Ⅱ
人
瓜
仙
台
〃
一
‐
‐
ｊ

、
ｒ
‐
『
制
ｑ
１
作
ｆ

射
羽

式
式
枚
双
枚
台
木
計

‐し卜

jl!

L唾

判！ 苫

、

○
公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は
、
善

良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
た
と
き
。

○
危
険
物
を
使
用
す
る
樅
し
物
で
、

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
。

○
会
館
の
施
設
お
よ
び
付
属
股
備
器

具
を
損
傷
、
ま
た
は
、
滅
失
す
る
お

そ
れ
か
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

○
集
団
的
ま
た
は
、
常
習
的
に
暴
力

的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ
か
あ
る

組
織
の
利
益
に
な
る
と
認
め
た
と
き
。

○
そ
の
他
市
長
か
適
当
で
な
い
と
認

め
た
と
き
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
会
館
の
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ｌ
◇

◇
口
◇
Ｉ

文
化
会
館
の
使
用
や
催
し
物
な
ど
の

く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
市
文
化
会
館

（
髄
（
三
）
’
七
Ⅲ
一
二
へ
ど
う
ぞ
。

リ 柵置型2 1と1 5巻以内

1巻増
すごとに

1 式

I 式

1 式

1 式

1 本

1 本

1 本

1 本

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

写
殻
術 術ｽ ク ﾉ － ﾝ

幻 灯 機

移動川 ミ キサー

場 内 拡声装憤

幸コンテ, ンサーマイ ク
曰

タﾟ イナ ミ &ソ クマイ ク

マ イ ク ス タ ン ド

響ワィャレ スマィ ク
マイ クエレベータ一

般テープレ コーダー

レ コ ドプレーヤー

はねかえ I） スピ カー

術ｽﾃｰジスビ カー
フレシキブルマイ ク

エアーモニタ マイク

センタースポ･ソ ｜、ライ ト

シーリングスポ･ソ 1、ライト

脳シ リングスボ ‘ソ トライ ｜“

（つ り 型）

I｣11 サイ ドスポ“ノ ト ライ ト
ローアーホリ 、/,ン1、ライ ト

ボ タゞ一ライ ｜、 （ 1 ， 2）

器 一'ナスベンションライト（1～3）
ア､ソパーホ'） ､ﾉ．ントライ ト

目 フ ・ソ I、 ラ イ ト
フ宅マ

エーフエク ト マンン

オ－口 ラマン ン

別表1 使会 館 料用

’物'抑行
ｌ

ｐ

４

Ｉ

ｒ

４

Ｉ

ｌ

奉9．00～

21.00

円
60,000

００
－
２

０
１
０９

０
－
０

０
７
０
１

３１

０
Ｊ
０

－
０
Ｆ
帥

０
１
・

０
２
７２

８１
区 分

オ
１
０
Ｆ
０００２

円

27，000

44,000

入場無料のとき

' !"0 'り以一'j以 40,000 44,000 128,000人 1，oOO l ｜、 40,000 44,000

場

有 2．000｜｣1以下 56,000 62,000
，1ハ1

不斗

の 2,500円以下 62,000 71､000

誉 ’ @500,,,雌 ？0"， ，乳"，
大会、発表会、講演会等

入場蕊終のとき l uOOO | !zOO'
上|暇、 日llli扱び祝日は20%jWとする。

崖（1室当') ) 1,000 1．500

蔑室 （第1 ) 1,500 2,000

56，000 62,000

71,000

11,000

2,000

62，000 180,000

０
０
０
０
５
５

１
１ 71,000 204,000

79,000 228,0001 芒 500

台
式
列
列
列
列
組
組

１
１
各
一
一
－
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
５
８
０
０

１
１
１
１

１
１

，､

ノレ

| ］7,000 117,000 45，000

０
０
０

０
０
０

０
５
５

４
５
５

０
０
０

０
０
０

５
０
０

１
２
２

楽屋

会議室

会議室 (第2 ） ｜ ］,500 2,000

(7）



公民館で学ぶ 蕊識

銭鱗蕊熱ー

瀞I．一八一一一心-′ i

漁X藤-’

「
と
に
か
く
着
物
を
蒲
る
楽
し
み
が

多
く
な
り
ま
し
た
わ
」
と
、
語
る
北
村

珪
子
さ
ん
。
北
村
さ
ん
は
有
馬
着
付
ク

ラ
ブ
の
代
表
者
。

こ
の
着
付
け
ク
ラ
ブ
は
、
会
貝
か
十

和
服
を
着
る
の
が

楽
し
み
の
一
つ

有
馬
着
付
ク
ラ
ブ

八
名
で
、
全
員
が
、
王
婦
で
あ
る
。
平
均

年
齢
は
三
’
九
歳
。
ク
ラ
ブ
に
な
っ
た

の
は
昨
年
の
十
二
月
か
ら
。

「
講
座
の
と
き
は
、
四
十
名
は
い
ま

し
た
。
析
物
は
家
庭
で
も
必
要
だ
し
、

娘
な
ど
に
も
お
知
え
る
く
ら
い
に
な
り

た
い
で
す
か
ら
。
」
と
北
村
さ
ん
。

一一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
二
一
一
二
一
二

一
二
一
二
一
二
二
二
一
一
一
一
一
一
一
一

一一一

一
一
二
一
’
一
一

二
一
一
一
一
一
一

一

一
一
一
一
二
一
二
一
三
一
一
二
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
’
二
一
一
一
一
一
一
一

〆へ

ー

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
川
一
回
第
二
火

口
ｃ

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

着
物
は
各
自
が
持
ち
よ
っ
て
有
馬
ト

ミ
先
生
の
指
導
で
潤
っ
て
い
る
。

「
着
物
は
、
出
か
け
る
と
き
ぐ
ら
い

か
し
ら
．
：
…
。
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
着
ま

せ
ん
。
」
と
、
茂
又
悦
～
さ
ん
。

着
付
け
に
は
、
合
わ
せ
、
と
め
袖
な

ど
が
あ
る
が
、
外
出
用
に
は
名
古
屋
帯
、

祝
い
用
に
は
袋
帯
な
ど
を
使
う
。

「
最
近
で
は
、
日
本
の
女
性
も
洋
服

が
多
く
な
り
ま
し
た
け
ど
、
や
は
り
日

本
の
女
性
は
、
和
服
の
ほ
う
が
似
合
う

の
で
は
…
．
：
…
。
だ
か
ら
、
休
ま
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
川
上
下
鶴

子
さ
ん
。
桁
は
五
分
で
、
着
物
は
十

八

分
で
着
ら
れ
る
よ
う
は
り
き
っ
て
い
る
。

生
け
花
は

家
庭
が
明
る
く
な
る

第
一
華
道
ク
ラ
ブ

「
華
道
は
、
家
庭
内
が
あ
か
る
く
な

っ
て
、
生
け
る
楽
し
み
が
あ
る
わ
」
と
、

石
萩
子
さ
ん
。
石
さ
ん
は
、
第
一
華
道

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
。

こ
の
華
道
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
が
十
四

名
で
、
上
十
二
年
の
九
月
か
ら
ク
ラ
ブ寺

と
な
っ
て
い
る
。
平
均
年
齢
は
、
血
十

五
歳
で
全
員
が
主
婦
で
あ
る
。

「
生
け
花
の
基
礎
は
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
習
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん

じ
ょ
う
ず
で
す
ね
。
花
は
、
季
節
の
も

の
が
中
心
で
す
。
講
座
の
と
き
は
、
草

花
な
ど
身
近
か
な
も
の
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
」
と
汀
さ
ん
。

華
道
の
日
は
、
毎
月
第
二
と
舗
山
の

火
曜
日
午
憧
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

習
っ
て
い
る
。
指
導
者
は
、
商
怖
さ
く

さ
ん
。「
数
材
は
、
先
生
が
堆
備
し
て
く
れ

ま
す
。
生
け
花
用
の
器
は
、
公
民
館
の

を
使
っ
て
ま
す
。
花
は
、
次
ｕ
ま
で
に

１
分
も
ち
ま
す
よ
。
作
っ
て
あ
る
、
巾

花
な
ど
も
つ
け
加
え
て
，
…
：
」
と
瓦
茸

よ
し
子
さ
ん
。

毅
材
は
、
全
貝
川
じ
物
を
使
い
デ
ヅ

サ
ン
生
け
花
を
も
と
に
習
っ
て
い
る
。

「
今
日
は
、
ゆ
き
柳
、
ア
イ
リ
ス
な

ど
身
近
か
な
花
と
、
自
由
花
で
す
。
枝

の
せ
ん
て
い
も
必
要
な
ん
で
す
。
自
分

で
気
に
入
っ
た
生
け
花
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
｜
と
棚
谷
と
し
子
さ
ん
は
い
う
。

ロ

段xK水i1fCkan

（
） "Ud》

ちょっとした心つ'かいも味のう I引卒専売公社

巾
で
は
、
学
校
、
各
関
係
機
関
団
体

の
協
力
を
得
て
、
毎
年
、
高
萩
国
際
交

流
の
集
い
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
萩
市
内
の
各
家
庭
に
、

外
国
人
留
学
生
を
民
泊
さ
せ
、
国
際
理

解
を
深
め
日
本
文
化
お
よ
び
郷
土
文
化

芸
術
に
対
す
る
意
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
留
学
生
と
家
族
が
楽
し
く
親
善
交

流
を
は
か
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
外
国
人
留
学
生

を
乢
泊
さ
せ
て
、
楽
し
い
親
善
交
流
を

ｎ
分
の
家
庭
で
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

希
望
す
る
家
庭
は
、
次
の
民
淌
の
条

件
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。ｏ
外
国
人
留
学
生
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
各
国
の
人
た
ち
で
、

日
本
語
の
日
幣
会
話
が
で
き
な
い
学
生

が
人
部
分
で
す
。

○
宿
泊
料
は
、
無
料
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
）
で
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
食
蛎
の
内
容
は
、
普
通
の
家
庭
料
理

で
結
構
で
す
。
用
意
す
る
食
事
は
、
五

月
四
日
の
昼
食
（
弁
当
）
、
夕
食
（
民

汕
）
と
五
日
の
帆
食
、
昼
食
で
す
。

○
希
望
す
る
家
庭
に
は
、
後
日
、
説
明

会
を
開
き
ま
す
。

※
希
望
す
る
家
庭
は
、
四
月
二
十
一
日

（
月
）
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
電
話
（
三
二
一
三
二
へ
お
申
し

出
ノ
、
だ
さ
い
。

外
国
人
留
学
生
を

泊
め
て
み
ま
せ
ん
か

(8)



市民彗猫墓装芸の蟇蒙 え雲

5月25日高萩C・Cで

市民のみなさん「第’回高萩市民ゴルフ大

会」に参加してみませんか。大会の日どりな

どは次のとおりです。

鰹とき5月25日（日） 鰯ところ高萩カ

ントリークラブ。鰯参加の資格市内に居住

または勤務者。鰯競技の方法 18ホル･スト

ロークプレ （新ペリア方式）で、Aクラス

39歳未満。Bクラス40歳から54歳まで、 Cク

ラス55歳以上。錨申し込み方法申し込み用

紙(高萩カントリクラブ･望海ゴルフクラブ・

高萩ゴルフセンター・サンライズカントノ

クラフの各窓□に用意）に参加料SOOO円

を添えて高萩ゴルフクラブ事務局（東本町2

－75＝鈴木義和さん宅＝電話③2955)に

申し込みのこと。鰯申し込みの巳どり 4月

15日から30日まで。ただし先言200名で締

め切り。

※＜わしいことは、鈴木義和さん毛へ。

蛇
女
房
〈
つ
づ
き
）

「
い
や
、
い
で
ノ
、
ろ
酔
っ
て
も
一
心
岳

、
可
、
４
「
》
、

俺
は
正
体
見
ら
れ
っ
ち
や
っ
た
か
ら
、

そ
ん
で
家
さ
帰
る
ば

つ
て
、
「
ん
で
、
子
供
か
泣
ぐ
時
は
、

こ
の
玉
き
げ
な
め
ら
せ
で
お
く
と
、
ひ

と
り
て
え
が
ぐ
な
っ
か
ら
、
こ
の
玉
を

な
め
ら
せ
で
く
る
凶
っ
て
言
う
わ
け
な

ん
で
す
と
。
い
ろ
い
ろ
と
言
っ
た
ん
だ
そ
ん
で
沼
の
縁
さ
行
っ
て
「
い
や
、
な
だ
な
ぷ
っ
て
言
っ
た
っ
て
。

げ
ど
、
嫁
さ
ん
は
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
ん
と
も
し
ま
つ
に
な
ん
ね
え
が
ら
、
い
ん
じ
ゃ
か
ら
蛇
で
も
人
間
に
な
っ
て
き
一』

す
と
。
そ
の
男
の
人
の
ど
ご
さ
子
供
を
ま
ひ
と
つ
玉
を
く
れ
て
く
ん
ね
え
か
錆
一
」
て
、
そ
う
い
う
自
分
の
目
を
取
（
″
て
（
そ

置
い
て
，
っ
て
、
言
っ
た
っ
て
。
そ
し
た
ら
ま
だ
れ
で
）
子
供
が
育
つ
な
ん
て
、
そ
ん
な

そ
ん
で
こ
ん
だ
、
そ
の
玉
を
な
め
て
あ
蛇
が
、
そ
の
沼
か
ら
出
で
、
女
に
な
っ
ご
ど
昔
あ
っ
た
ん
で
す
べ
か
ね
。

し
て
こ
ん
だ

で
、
卜
』

れ
し
、
な
め
て
あ
れ
し
、
段
狩

庭
諦
臓
ぎ
の

三
つ
／
、
ら
い
に
な
っ
一

承
の
表
で
持
ぢ
歩

蝋

その⑳キ
ハ
芸

、
謬
〆

＃
＃
＃
＃
＃
贈
驚
爵
胤
臘
職
臘
卿
卿
＃
ｉ
§
噂
；
…

な
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
っ
て
。
．

「
や
あ
、
あ
す
こ
の
子
供
は
お
が
し
な

玉
を
な
め
で
、
大
き
く
な
っ
た
。
と
て

も
ん
ま
そ
う
に
な
め
で
る
び
っ
て
。

そ
れ
か
段
々
殿
様
の
耳
に
ひ
び
い
て
い

っ
た
ん
で
す
と
ね
。
そ
ん
で
「
そ
の
玉

を
取
っ
返
し
て
未
つ
ど
殿
様
が
、
子
供

の
玉
を
取
っ
返
し
に
来
た
ん
で
す
と
。

「
こ
れ
は
子
供
の
乳
代
わ
り
な
ん
だ
か

ら
、
や
れ
ね
え
》
っ
て
言
う
の
に
な
ん

で
も
か
ん
で
も
、
無
理
や
り
取
っ
て
い

っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
子
供
は
そ

の
晩
げ
か
ら
、
泣
い
で
泣
い
で
し
ょ
う

目
玉
を
取
っ
て
な
め
ら
し
た
ん
だ
が
鳥

〆
呈
Ｉ
Ｌ

い
ま
ひ
と
つ
取
っ
て
や

か
ね
え
ん
だ
《
皇

チ

デ
』
さ
二

「
あ
れ
は
、
俺
の

一
一L‐

俺
は
夜

．－…働く青少年の－~一一…←‐

､……_"…－……『教室を開設…一』

青少年ホームへどうぞ

勤労=少年ホームでは、働らく吉少年のみ

なさんが、楽しく余暇を過ごしてい定だくた

め、各種教室を開きます｡

ぜひ、この機会にご利用ください。

錨利用のできる万市内に居住まだは､勤務

先をもつ25歳未満の勤労冑少年。

唾利用の手続きは4月19日（土）までに直

接勤労冑少年ホムへ申し込んでください。

（午前9時から午後9時まで、日膣日は午後

5時まで、月膣巳は休館。）

○募集する教室

州

撫

品

川

１

」

”

い

〃

徽

沖

Ｊ

１

叱

叩

‐

聰

淑

”

か
明
げ
た
の
も
、
暮
れ
た
の
も
分
が
ん
”
騨冒
栂

な
ぐ
な
つ
ち
ま
う
ば
っ
て
。
「
ん
だ
が
。
姪

ら
、
こ
れ
は
子
供
の
た
め
だ
か
ら
目
を
、出

取
っ
て
や
つ
か
ら
、
朝
に
な
っ
た
時
、
岬

夜
に
な
っ
た
時
に
は
鐘
を
橦
い
で
く
る
匹
舛

っ
て
、
男
の
人
に
頼
ん
で
、
ま
た
、
自
鍬凋唱却嘩剖壬

分
の
目
を
取
っ
て
渡
し
た
ん
で
す
と
。
癖鎌ｒ海》

そ
し
て
、
忙
が
し
く
て
、
鐘
を
つ
く
鯛蝿

の
を
忘
れ
て
い
つ
と
ぎ
か
あ
ん
て
す
と
。
蝿Ⅷ

そ
、
つ
ず
つ
と
蛇
の
お
匂
母
さ
ん
は
、
「
い
》

つ
い
ろ
や
、
い
づ
い
る
や
」
と
泣
ぐ
ん
鐵蝉

だ
っ
て
、
「
あ
あ
、
朝
鐘
つ
ぐ
の
忘
れ
無

だ
」
っ
て
鐘
つ
ぎ
に
沼
に
行
ぐ
ん
で
す
州

と
。
そ
う
す
っ
と
「
あ
あ
、
夜
が
明
げ
ふ捌恥

ど
先
手
。
っ
て
一
言
っ
た
｝
っ
て
。
秘

征

し、

い
る
や
↓
な
ん
ど
ぎ
だ
お
わ
り
）

三

三

三

三

三

三

三

》

》
”
一
》
一
一
一
一
》
一
一
一
一
劃
一
部
郡
》
“
》
細
り
》
・
い
ｒ
》
。
■
夕
や

体
育
館
を
蕊
蕊

無
料
迩
開
脚

感

一

火

水

木

金

‐

木

一一一‐

L－l

まだ、勤労吉少年ホムでは、趣味、スボ三

ツ、レクリエーションなどのクラブの会員三
三

を募集しています。お気軽に参加してくださ三

い。 三

○テニスクラブ土曜と日膣日で高萩テニス三
三

コートへ集合のこと。○卓球クラブ火膣日三
二＝

で吉少年ホーム体育室。○バドミントンクラ二
台＝

フ水陸日で同ホム体育室。○コラスク三
弓＝

ラブ水曜日で同ホム音楽室。○ダンスク三
弓＝

ラフ木膣日で同ﾎﾑ講習室。 ＝
このほかに、 「利用者友の会」の会員募集＝

しています。あ葱たも友の会員になって自由三
二＝

に勤労言少年ホームをご利用ください。 二
三

※＜わしいことは、高萩市勤労吉少年ホ 三
三

ム（電話③7177）へどうぞ。 三

馨

三
三二

こ
の
ほ
ど
、
手
綱
工
業
団
地
内
の
新

日
本
鍛
工
㈱
高
萩
工
場
に
体
育
館
が
完

成
し
ま
し
た
。

こ
の
体
育
館
は
、
別
年
度
の
工
業
再

配
置
促
進
費
補
助
事
業
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
も
の
で
一
般
市
民
の
方
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

利
用
す
る
場
合
は
、
｜
週
間
前
ま
で

に
体
育
館
利
用
許
可
申
請
書
に
必
要
な

こ
と
が
ら
を
記
入
し
て
、
新
日
鍛
高
萩

工
場
の
総
務
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
新
日
本
鍛
工
㈱

高
萩
工
場
（
電
話
⑧
５
３
１
１
内
線
３

２
１
総
務
課
）
へ
ど
う
ぞ
。

ニー

ニ＝

' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 | |ⅡlF

数室ネ

茶 道 20名

刈
一
妬

如
一
鮒
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駕
篭

＆

驚溌

み
な
さ
ん
、
今
年
も
山
は
乾
燥
期
に

入
り
、
山
火
事
の
発
生
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

高
萩
営
林
署
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
、
山
火
事
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
・
チ
ラ
シ
の
配

布
な
ど
を
行
な
っ
て
、
入
林
さ
れ
る
み
な

さ
ん
に
、
山
で
の
火
気
の
取
扱
い
に
つ

繩誹
奉毒

Ｉ
～
ｉ

蔦
悪
桜
が
咲
き
始
め
る

一
逵
唾
型
に
評
暉
ユ
畦

空
気
が
乾
燥
し
、
行

投
げ
捨
て
や
た
き
火

の
不
始
末
な
ど
に
よ

｝
っ
て
山
火
事
が
多
く

一
生
し
ま
す
。

一
昭
和
四
十
八
年
か

一
年
ま
で
の
林
野
火
災

ま
ず
と
、
年
間
総
発

約
四
割
が
、
三
月
、

先
の

一
か
月
間
に
集

Ｉ

Ｆ

Ｆ

Ｅ

Ⅱ

幻

ｒ

Ｉ

ｑ

Ｉ

ｒ

Ｉ

『

Ⅱ

Ｊ

Ｉ

Ｌ

Ⅱ

Ｊ

ｒ

。

ｑ

Ⅱ

夕

日

９

℃

■

皿

〃
サ
ク
ラ
が
咲
い

か
月
間
に
集

▼

Ｉ

弓

Ⅱ

ｐ

Ｊ

玲

日

Ｊ

Ｉ

Ｌ

Ⅱ

皿

ｒ

■

恐

■

ｊ

丁

盟

５

五

壱

１

セ

Ｊ

四

丁

Ⅱ

正

１

Ｕ

ｒ

ｐ

Ｌ

弧

呼

ゴ

ｐ

Ｐ

■

ト

デ

三

二
『
Ｉ
丑
宝
王
冠
Ｉ
夕
且
１
Ｆ
■
里
ｒ

宝

Ｉ

ｒ
■
屋
。
囲
鋲
日
Ｅ
Ｅ
番
Ｈ
ｒ
ｚ
阜
了
■
里
丘
Ｉ
ロ
ヰ
ー
壹
口

匹
宝
日
互
、
３
垂

た

ら

山

火

ま

ず

。

中
し
て
い
よ
う
。

ｒ
日
Ｌ
Ｄ
Ｊ
Ｉ
も
ｊ
ｒ
Ｉ
瞳
Ｉ
Ｆ
．
‘
■
０
悪
４
丁
，
口
ｉ
刀
ｒ
事
腰
口
１
１
国
．
Ｊ
里
汀
．
．
‐
“
』
，
１
１
＃
』
て
Ｊ
屋
Ｉ
ま
Ｏ
ｊ
ｒ
０
迄
。
』
■
黒
１
，
口
才
画
甦
Ｉ
要
塵
匡
璽
‐
聖
ｒ
刺
半
Ｉ
ｒ
．
ｊ
ｒ
Ｉ
迄
ｊ
ｒ
制
迄
●
ｊ
ｒ
３
己
則
，
了
簡
画
ヤ
ク
）
．
Ｅ
Ｉ

辰
１
画
，
Ｊ
璽
霞
、
ｊ
ｒ
‘
心
，
齢
恥

醒斗

難

山火事防I上に
協力を〃
＝

ー

い
て
注
意
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
一
部
の
人
の
不
注
意
に

よ
っ
て
、
山
火
事
は
、
年
々
増
加
の
傾

向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

山
の
緑
は
、
わ
た
し
た
ち
の
先
輩
が

永
い
間
苦
労
し
て
育
て
て
く
れ
た
尊
い

国
の
財
産
で
す
。

そ
れ
が
、
入
林
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
に
よ
っ
て
、
毎
年
、
多
く
の
森

林
が
失
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
、

残
念
な
こ
と
で
す
。

山
に
入
ら
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
を

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
タ
キ
ビ
ー
林
内
で
の
タ
キ
ビ
は
、
や

め
ま
し
ょ
う
。

○
タ
バ
コ
ー
林
内
で
の
作
業
中
や
歩
行

中
の
く
わ
え
タ
バ
コ
は
、
や
め
ま
し
ょ

、

、

’

ノ

。

マ
ッ
チ
Ⅱ
Ⅱ
使
っ
た
マ
ヅ
チ
は
、
土
に

森
林
と
な
る
に
は
何

百
年
の
歳
月
が
必
要

ひ
と
た
び
〃
火
魔
″

そ
わ
れ
る
と
ア
シ
と

う
間
に
灰
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

私
た
ち
に
憩
い
と

や
す
ら
ぎ
を
与
え
て

れ
る
山
ｌ
ｌ
〃
サ
ク

咲
い
た
ら
山
火
事
に

合
言
葉
を
山
に
働
く

で
な
く
、
私
た
ち
一

の
合
言
葉
に
し
て
、

火
事
か
ら
守
り
ま
し

函 ■ 国 h 判 .

林
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨
城
支
部

で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
振
動
障

害
の
予
防
と
、
林
業
労
働
災
害
の
防
止

を
図
る
た
め
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用

し
て
伐
木
造
林
業
に
従
事
す
る
方
を
対

象
に
特
別
教
育
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
特
別
教
育
は
、
実
技
六
時
間
、

学
科
七
時
間
で
、
受
講
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
受
講
終
了
者

に
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
使
用
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

ま
だ
受
講
し
て
い
な
い
方
は
、
四
月

末
日
ま
で
に
市
役
所
農
林
課
、
ま
た
は

林
業
指
導
所
の
窓
口
に
あ
る
申
し
込
み

書
に
必
要
な
こ
と
が
ら
を
記
入
し
て
、

林
業
会
館
内
の
林
業
労
働
災
害
防
止
協

会
茨
城
支
部
（
水
戸
市
三
の
九
一
丁
目

三
’
二
）
（
電
話
○
二
九
二
’
二
七

三
三
五
六
）
へ
申
し
込
ん
で
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

さ
し
て
、
消
え
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し

卜
斗
旦
「
ノ
Ｏ

ｏ
林
内
で
火
気
を
使
用
し
て
い
る
者
が

い
た
ら
、
お
互
い
に
注
意
し
合
い
ま
し

ょ
う
。
（
高
萩
営
林
署
）

〃
お
手
ま
き
会
場
跡
地
〃
の
北
側
の

森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
で
完
成
し
た

い
こ
い
の
場
所
は
、
高
萩
森
林
公
園
と

な
り
ま
し
た

チ
エ
ー
ン
ソ
ー
の

従
業
者
は

か
な
ら
ず
受
講
を

C

し
か
し
、
そ
の
反
面
な
ん
と
な
く
寂

し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
も
真
実

で
す
。幼
い
こ
ろ
の
、
ガ
ラ
ス
や
ゴ
ミ
の
心

配
な
く
泳
ぎ
回
っ
た
川
、
き
の
こ
を
取

っ
た
り
、
野
生
の
ふ
く
ろ
う
を
つ
か
ま

え
た
こ
と
も
あ
る
山
な
ど
が
、
む
し
よ

う
に
な
つ
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に

憤
り
を
覚
え
ま
す
。

大
人
と
わ
た
し
の
よ
う
な
こ
ど
も
と

で
は
、
見
解
の
相
違
が
う
ま
れ
る
の
は

少
し
オ
ー
・
ハ
ー
な
表
現
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
人
類
の
生
活
は
自
然
が
あ
っ

て
こ
そ
な
り
た
つ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
自
然
を
自
ら
破
壊
す
る
な
ん
て

る
と
か
聞
き
ま
す
が
、
こ

ど
も
の
私
は
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
。

あ
の
山
や
川
が
ど
の
よ
う
に
変
身
す

る
か
、
と
考
え
る
と
や
は
り
嬉
し
い
気

が
し
ま
す
。

心

高
萩
の
自
然
開
発

（
》

松
岡
中
・
二
年
渡
辺
澄
恵

い
ま
、
み
な
さ
ん
の
ま
当
然
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

わ
り
に
は
、
工
事
現
場
は
わ
た
し
の
考
え
に
つ
い
て
同
意
し
て

い
く
つ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
く
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
「
何
を
ば
か
な

か
。
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
」
と
思
う
人
も
い

わ
た
し
の
住
む
所
に
は
る
で
し
ょ
う
。

二
ヶ
所
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
ま
っ
た
く
や
っ
か
い
な
問
題
で
す
。

一
つ
は
河
川
、
も
う
一
つ
あ
ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た

は
山
の
工
事
で
す
。
河
川
ず
、
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
。

の
方
は
新
し
い
橋
が
か
け
毎
朝
、
わ
た
し
は
自
然
と
開
発
の
調

ら
れ
、
山
は
住
宅
地
に
な
和
を
考
え
、
歩
き
や
す
い
ア
ス
フ
ァ
ル

る
と
か
聞
き
ま
す
が
、
こ
卜
の
道
を
複
雑
な
気
持
ち
で
通
学
し
ま

詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
。
す
。

川
が
ど
の
よ
う
に
変
身
す
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

え
る
と
や
は
り
嬉
し
い
気
◇
◇
◇

前
号
の
「
四
季
お
り
お
り
」
を
害
い

た
方
は
、
高
萩
中
二
年
生
今
泉
華
都
子

さ
ん
で
し
た
。

⑩
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「
二
人
で
停
止
」
（
韓
国
）

「
二
人
適
当
、
三
人
ぜ
い
た
く
、
四

人
反
社
会
」
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

「
夫
婦
は
二
人
、
子
供
も
二
人
」

（
イ
ン
ド
）

い
ず
れ
も
、
人
口
の
増
加
に
悩
ん
で

出
生
抑
制
を
呼
び
か
け
る
標
語
で
す
が
、

深
刻
な
お
国
の
事
情
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
何
年
も
の
間
、
人
口
が

大
雄
長
全
の
嫡
子
が
、
大
塚
信
濃
守

政
成
で
あ
る
。
政
成
は
森
明
神
（
現
在

の
朝
香
神
社
）
天
文
十
七
年
（
一
五
四

八
）
卯
月
六
日
造
営
の
棟
札
に
、
「
当

地
頚
大
塚
信
濃
守
藤
原
政
成
、
同
嫡
男

上
次
郎
重
成
、
同
内
職
頭
」
と
み
え
て

い
る
。
な
か
な
か
政
治
的
手
腕
の
あ
っ

た
人
物
ら
し
く
、
弘
治
元
年
二
五
五

五
）
に
天
文
法
華
の
乱
や
、
た
び
重
な

脚I澱、
63 9歴史 ④

鶴
鍵
蕊
蕊

赤浜妙法寺過去帳

（四十二）

志田諄‐

増
え
も
し
な
い
し
減
り
も
し
な
い
、
い
査
に
よ
り
ま
す
と
、
夫
婦
一
組
あ
た
り

わ
ぱ
車
が
止
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
の
子
供
の
数
は
、
次
の
通
り
で
す
。

静
止
人
口
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
四
十
二
年
二
・
二
人

人
口
が
静
止
す
る
に
は
、
適
度
な
出
山
十
七
年
一
・
九
二
人

生
抑
制
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
に
は
夫
五
十
二
年
一
・
八
九
人

婦
が
平
均
二
・
一
人
の
子
供
を
持
つ
状
こ
の
数
を
見
る
限
り
、
二
・
｜
人
の

態
が
ピ
ヅ
タ
リ
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
〃
静
止
水
準
〃
を
下
回
っ
て
い
る
の
で
、

早
い
話
が
、
親
二
人
、
子
供
二
人
の
車
で
い
え
ば
バ
ヅ
ク
、
つ
ま
り
人
口
は

世
代
の
交
代
が
続
く
限
り
、
人
口
は
、
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
実
際
に

横
ば
い
と
い
う
勘
定
に
な
り
ま
す
。
は
年
率
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
（
約
百
万

一
二
一
一
二
二
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二
三
二
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
’
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一

る
合
戦
で
焼
け
た
京
都
の
建
物
を
造
営
候
段
、
佗
言
（
た
ご
ん
）
の
上
、
壱
家

し
た
と
き
、
政
成
は
奥
州
の
武
将
と
一
の
例
を
為
す
べ
く
候
」
と
い
う
書
状
を

緒
に
上
洛
し
て
将
軍
足
利
義
輝
に
拝
謁
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
大
塚
氏
を
佐

し
、
黄
金
十
両
や
馬
の
「
く
つ
わ
」
な
竹
の
同
族
と
し
て
待
遇
す
る
、
と
い
う

ど
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
物
を
献
上
し
意
味
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
佐
竹
氏
は
天

て
い
る
。
文
十
六
年
二
五
四
七
）
か
ら
十
九
年

そ
れ
よ
り
さ
き
の
天
文
二
十
一
年
に
か
け
て
、
江
戸
氏
と
合
戦
を
く
り
返

二
五
五
二
）
七
月
に
は
、
佐
竹
義
昭
か
し
て
い
た
。
天
文
二
十
年
に
よ
う
や
く

ら
「
向
後
、
無
二
の
忠
信
と
為
る
べ
き
和
議
が
結
ば
れ
、
江
戸
忠
道
は
ふ
た
た

ｉ

ｉ

‐

！

‐

‐

１

１

‐

‐

‐

！

‐

！

‐

‐

ｉ

‐

１

ｉ

‐

‐

‐

‐

‐

割

ぴ

、

佐

竹

氏

の

旗

下

に

従

う

日
従
移
：
一
王
７

官
吏
唖
潅
鍛
ロ
ヰ
尭
未
十
一
月
寸
辛
｝
日
上
手
綱
鎮
一
主
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
情

認
詳
棟
札
當
郷
池
頭
大
永
下
野
守
藤
原
領
成
同
伊
井
一
勢
を
み
た
大
塚
政
成
は
、
岩

守
藤
原
成
自
ハ
寛
王
四
』
千
座
氷
｜
一
十
ヰ
プ
を
＄
四
十
里
城
重
隆
に
属
し
て
い
な
が
ら

年
親
戚
是
誰
子
山
一
》
一
孫
一
一
一
代
趣
山
舛
公
ナ
ル
ゞ
《
・
）
一
佐
竹
氏
に
も
忠
節
を
尽
す
こ

↓
多
く
睡
誌
試
十
セ
キ
戊
申
四
月
六
日
同
鎮
ふ
す
城
払
且
と
を
述
べ
、
一
家
の
例
の
待

蛙
）
一
補
珪
率
柁
塞
『
認
癖
華
掠
郵
報
埋
葬
↓
諏
鍛
一
半
壺
潅
》
遇
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

」

二

年
必
雅
ハ
蓮
風
ハ
セ
代
＃
岳
準
宙
颪
小
〈
代
〃
糸
Ⅷ
誰
一
↑
「
竜
子
山
記
」
に
み
え
る

し

大

塚

政

成

＝

と
こ
ろ
が
、
中
に
は
、
子
供
を
産
ま

な
い
夫
婦
が
い
た
り
、
子
供
が
親
に
な

る
ま
で
に
死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
分
を
○
・
一
人
見
込
ん
で

い
る
の
で
す
。

わ
か
国
の
場
合
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
出
産
調

玉

I

心
身
障
害
者
の
保
護
者
に
と
っ
て
、

も
っ
と
も
大
き
な
悩
み
の
ひ
と
つ
は
、

自
分
が
元
気
な
う
ち
は
と
も
か
く
、
万

一
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
子
供
た
ち

の
扶
養
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
保
護
者
に
万
一
の
こ
と
か
あ

っ
た
場
合
、
そ
の
月
か
ら
心
身
障
害
者

に
毎
月
二
万
円
（
付
加
の
あ
る
と
き
は

毎
月
四
万
円
）
の
生
涯
年
金
を
支
給
す

る
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
が
あ
り

ま
す
。こ
の
制
度
は
、
県
の
福
祉
施
策
の
一

環
と
し
て
、
少
な
い
掛
金
で
よ
り
大
き

な
保
障
を
目
的
と
し
て
、
さ
る
四
十
五

年
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
済
制
度
に
加
入
で
き
る
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

人
）
の
埆
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ナ
ゾ
を
解
く
カ
ギ
は
「
人
口
惰

性
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

そ
れ
は
、
過
去
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に

生
ま
れ
た
人
た
ち
が
、
い
ま
出
産
年
齢

を
迎
え
て
お
り
、
し
か
も
全
人
口
に
対

す
る
割
合
が
多
い
た
め
に
、
二
・
一
人

の
〃
静
止
水
準
〃
を
下
回
っ
て
も
、
全

体
と
し
て
は
す
ぐ
に
「
静
止
人
口
」
に

は
な
ら
な
い
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
、
走
っ
て
い
る
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
を
急
に
止
め
て
も
、
す
ぐ
に

心
身
障
害
者
の

共
済
制
度
で
年
金
を

マ

で
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
と
き
。

①
県
内
に
住
ん
で
い
る
と
き
。

②
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
特
別
の
疾
病
ま
た
は
障
害
の
な

い
こ
と
。

○
心
身
障
害
者
と
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
精
神
薄
弱
者

②
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
体
の
不

自
由
な
方
。

③
そ
の
他
心
身
に
永
続
的
な
障
害

か
あ
り
、
そ
の
程
度
が
①
と
②

と
同
程
度
と
認
め
ら
れ
る
方
。

た
と
え
ば
、
脳
性
麻
曄
、
進
行

性
筋
萎
縮
症
、
腎
臓
疾
患
な
ど

の
内
部
障
害
、
自
閉
症
、
精
神

病
な
ど
の
障
害
が
あ
る
方
で
す
。

こ
の
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
の

掛
金
や
、
加
入
手
続
き
な
ど
の
く
わ
し

い
こ
と
は
、
市
福
祉
事
務
所
社
会
係
（
電

話
（
三
）
’
二
一
三
内
線
二
八
三
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
止
ま
ら
ず
、
し
ば
ら
く
の
間
惰
性
で

走
り
続
け
る
の
と
同
じ
で
す
。

こ
の
「
人
口
惰
性
」
は
、
特
別
な
こ

と
が
な
い
限
り
、
今
後
二
十
～
三
十
年

は
続
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
年
々
〃
惰
性
〃
の
ス
ピ

ー
ド
は
落
ち
て
い
ま
す
の
で
、
長
い
目

で
見
る
と
今
後
人
口
は
減
少
し
、
老
齢

化
社
会
が
深
刻
な
問
題
に
な
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
状
態
を
知
る
基
礎

に
な
る
の
が
、
国
勢
調
査
で
す
。

(11）
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火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
と
、
高
圧

ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
・
販
売
主
任
者

の
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者

〈
試
験
の
種
類
〉
甲
種
・
乙
種

〈
願
書
受
付
期
間
〉
川
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
汎
日
ま
で
。

〈
受
付
場
所
〉
県
北
地
方
総
合
事
務

生
活
商
工
課
（
水
戸
市
三
め
丸
一
’
五

’
三
八
県
庁
内
）
・
同
日
立
商
工
分
室

（
日
立
市
会
瀬
四
’
九
’
一
三
中
小
企

業
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

〈
試
験
日
・
場
所
〉
五
月
二
十
五
日

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京
二

一
’
二

火
薬
類
・
ガ
ス
保
安
の

試
験
の
案
内

戦

、

Ｔ

〈
試
験
科
目
〉
法
令
お
よ
び
一
般
火
〈
試
験
科
目
〉
法
令
、
保
安
管
理
技

薬
学
術
、
学
識

▼
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
・
販
売
※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
北
（
電
話

主
任
者
○
二
九
二
（
二
九
）
八
八
三
二
・
同

〈
武
験
の
棟
頬
〉
〔
製
造
保
鬘
員
征
分
去
美
確
心
話
○
二
九
川
（
三
一
九
）
七
一
衝

者
〕
丙
橦
化
学
（
液
化
石
油
・
特
別
）
四
八
）
へ
ど
う
ぞ
“

含

第
三
種
冷
凍
機
械
。
〔
販
売
主
任
者
〕

笛

手
綱
工
業
団
地
の
爆
破

第
二
樫
販
売

ぞ
内

６
月
Ⅲ
日
ま
で
延
期

〈
願
吾
受
付
期
間
〉
川
月
二
十
一
日
－
７

か
ら
二
十
五
日
ま
で
手
綱
工
業
団
地
で
火
薬
（
ダ
ィ
ナ
マ
ど
案

〈
受
付
場
逝
県
北
地
方
総
合
事
務
イ
ト
な
ど
）
を
使
用
し
て
、
爆
破
作
業
に
の

椰
柵
縣
野
一
や
肺
掘
軽
釧
稚
一
二
鮮
一
恥
饒
纈
郎
催
巽
荊
談

室
（
日
立
市
会
瀬
川

九
’
一
三
中
小
で
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
こ
の
期
間
は
、
飛
石
が
あ
っ
て
危
険
お
相

〈
試
験
日
・
場
所
〉
血
月
二
十
五
日
で
す
か
ら
、
工
業
団
地
内
に
は
絶
対
近
禽曾

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京
二
’
一
’
二
寄
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
二
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
「
▼
発
破
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅲ

午
前
八
時
か
ら
三
○
分
間

川

に
よ
、
と
馬
川

刷

一薑

匡

壺
い
て
何
龍
川
〃
十
一
一
時
か
ら
三
○
分
間

簿
託

ち
註
唾
で
蹄
午
後
五
時
二
一
○
分
か
ら
三
○
分
間

隣
￥
芽

ぶ
む

あ
れ
に
の

碑
垂
唾
蔀
涯
一
死
唾
州
小
・
中
学
生
の
る
の
か
、
《

”
癖
め
感
に
て
思
絵
川
「
か
く
新
聞
」
の
募
集
〈
応
募
資
控

眺
が
で
つ
と
Ⅲ

、
Ｆ
》
癖

珪
壼
困
毎
Ｗ
州
環
境
庁
で
は
、
六
月
五
日
か
ら
始
ま
（
共
同
製
作

軍
《
馥
癖

謹

誰
ゞ
癖
《

並
も
桜
る
ほ
川
る
「
環
境
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
小
中
〈
か
く
新
酉

》
》
一
Ｆ
や
Ｆ
ゞ

は
諦
帥
郭
吋
硅
州
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
私
た
ち
が
住
ん
〈
締
め
切
ｈ

箪
春
認
司
咄
却
趣
症
畿
鯉
諦
蕊
蛎
化
誌
菫
虹
岻
繼
詞
戦

川
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
く
な
一
Ｉ
環
境
岸

恥

い

脚

室

』

C

一

副

伽

三

三

三

壺

三

琴

量Ｊ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

る
の
か
、
な
ど
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
資
格
〉
全
国
の
小
・
小
学
生
。

（
共
同
製
作
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

〈
か
く
新
聞
の
大
き
さ
〉
Ｂ
２
判
の

用
紙
（
タ
テ
五
一
五
ミ
リ
×
ョ
．
七
一

八
ミ
リ
）
・
紙
の
色
、
紙
質
は
自
巾
で

舐
の
使
い
方
は
、
タ
テ
で
も
ヨ
コ
で
も

自
由
で
す
。
作
品
の
裏
面
に
氏
名
、
生

年
月
日
、
学
校
名
、
学
年
、
ク
ラ
ス
名
、

◎

住
所
を
記
入
の
こ
と

〈
締
め
切
り
〉
五
十
五
年
五
月
十
日

〈
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
〉
〒

加
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
’
’
’

一
Ｉ
環
境
庁
総
務
課
広
報
室
（
電
○
三

ヘ

マ

市政に対する苦

情・要望

役所に対する苦

情・要望相談

交通事故專IJI1の
相談

家庭内の心配ご
と

児童の問題でお

困りのとき

市政に対する苦

情・要望

役所に対する苦

情・要望相談

交通事故專ljl1の
相談

家庭内の心配ご
と

児童の問題でお

困りのとき

般市民相談 f仰二
い‐ず▽

日

荷臓㈹誠 謡蝋'罐。 ｜吉腫細織≦
毎月第3水曜日

10時～3時

毎週水唯日

1時～3時
研修会館

毎週火|哩日

1時～3時

第3週目水曜日
商工会館

10時～2時
商工会館

交通事故相談

心配ごと相談

罪

二

峠

叶

ｉ

Ｍ

ｗ

柵

柵

柵

州

二

一

》

雲

一
一
壱

岬

咋

岬

艸

鵬

咄

（
五
八
○
）
川
九
八
一

5月の日曜診療のお知らせ

家庭児童相談

ねんきん相談
厚生年金等に関
する相談

妊娠中・安産．

産後・保健育児
について

個人通知を受け

て未受診者

毎月第1～第4金曜日

1時～3時30分
母親教宰

保健所保健所

三I髄児健康診
査

第4水曜日

1時～3時

時間は、午前9時かう午後4時まで
(12）

4日

11日

18日

25日

立花医院 東本川 (2)3512

1

安良川 (3)2318
｜

剛|観

宍戸医院

十王医院

樫村医院

内川病院

大和町｜ (2)3156

大*Ⅱ町 (2)2137


